
一
般
会
計
決
算
の
概
要

平成17年度　平成17年度　平成17年度　歳入　81億6818万円

町債　
8億3210万円　 繰入金　

9億5501万円　

自主　
財源　依存　

財源　

町税　
19億5805万円　

地方交付税　
23億2713万円　

その他自主財源　7億1294万円　　
　使用料・手数料　　　　1億8550万円　　諸収入　　　1億6321万円　　
　分担金・負担金　　　　1億3549万円　　繰越金　　　1億1879万円　　
　財産収入　　　　　　　1億1918万円　　　
　寄付金　 77万円　

国庫支出金　
5億4115万円　

県支出金　
3億104万円　

その他依存財源　5億4076万円　　
　地方消費税交付金　　1億5530万円　　　
　地方特例交付金　　　　 6727万円　　地方譲与税　　　　　1億6100万円　
　自動車取得税交付金　　 5168万円　　ゴルフ場利用交付金　　 6518万円　
　利子割交付金　　　　 　1356万円　　株式等譲渡所得割交付金 1360万円　
　交通安全対策特別交付金 316万円　　配当割交付金　　　　　 1001万円　

固定資産税　10億1687万円　
町民税　　　 7億7141万円　
たばこ税　　 1億3208万円　
軽自動車税　 3769万円　
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町
に
は
、
ど
の
よ
う
な
お
金
が
入
っ
て
き
た

の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

自
主
財
源
（
町
税
な
ど
本
町
が
徴
収
し
た
収

入
）
の
合
計
は
36
億
２
６
０
０
万
円
で
歳
入
の

約
44
％
を
占
め
、
こ
の
う
ち
町
民
税
や
固
定
資

産
税
な
ど
の
町
税
が
19
億
５
８
０
５
万
円
で
歳

入
の
約
24
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
町
民
税
は
７
億
７
１
４
１
万
円
で
、

個
人
と
法
人
と
に
区
分
す
る
と
、
個
人
が
６
億

１
２
２
６
万
円
で
、
法
人
が
１
億
５
９
１
５
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
は
10

億
１
６
８
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

繰
入
金
の
９
億
５
５
０
１
万
円
は
、
基
金

（
町
が
蓄
え
て
い
る
貯
金
）
を
取
り
崩
し
た
額

で
あ
り
、
歳
入
の
約
12
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
末
で
の
基
金
残
高
は
55
億
７
６
０

０
万
円
と
な
り
、
平
成
16
年
度
末
と
比
較
す
る

と
８
億
８
０
４
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

依
存
財
源
（
国
や
県
が
徴
収
し
て
本
町
に
分

配
さ
れ
た
財
源
）
の
合
計
は
45
億
４
２
１
８
万

円
で
、
歳
入
の
約
56
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
地
方
交
付
税
（
人
口
な
ど
に
応
じ

て
交
付
さ
れ
る
財
源
）
は
23
億
２
７
１
３
万
円

で
、
歳
入
の
約
29
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
債
（
町
の
借
金
）
は
、
８
億
３
２

１
０
万
円
で
、
歳
入
の
約
10
％
を
占
め
て
い
ま

す
。

決
算
と
は
、
み
な
さ
ん
の
納
め
て
い
た
だ
い

た
税
金
が
ど
れ
だ
け
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
ど

れ
だ
け
使
っ
た
の
か
を
ま
と
め
た
町
の
家
計
簿

で
あ
り
実
績
報
告
で
す
。

本
町
の
会
計
は
、
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別

会
計
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
の
一

般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
算
す
る
と
、
歳
入
１

３
９
億
７
９
８
９
万
円
で
歳
出
１
３
７
億
７
２

３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
は
歳
入
が
81
億
６
８

１
８
万
円
で
、
歳
出
が
79
億
３
２
１
０
万
円
と

な
り
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と
２
億
３

６
０
９
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
２
億
３
６
０
９
万
円
の
う
ち
、
１
億
６

１
６
８
万
円
は
平
成
18
年
度
に
引
き
続
い
て
実

施
す
る
事
業
の
費
用
と
し
て
必
要
と
な
り
、
実

質
的
な
収
支
は
７
４
４
１
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
の
状
況

自
主
財
源

依
存
財
源

町　税　町民のみなさんや町内の事業
所に納めていただいた税金
繰入金 基金（町が蓄えている貯金）を
取り崩したお金
地方交付税 町の面積や人口など自治
体の規模に応じて国から配分されたお
金
町　債 大きな事業を行うために町が
国などから借り入れたお金
国庫支出金・県支出金 特定の事業の
財源として国・県から交付されたお金

用語の説明（歳入）



歳
出
の
状
況

歳出　79億3210万円

教育費　
20億37万円　

民生費　
18億5247万円　

公債費　
12億561万円　

総務費　
9億988万円　

衛生費　
8億9054万円　

土木費　
4億4894万円　

消防費　
4億1637万円　

農林水産業費　
8202万円　

議会費　
9886万円　

災害復旧費　
310万円　

商工費　
2394万円　
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町
は
ど
の
よ
う
に
税
金
な
ど
を
使
っ
た
の
か

を
、
使
い
方
に
応
じ
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

扶
助
費
は
、
児
童
手
当
な
ど
法
令
に
基
づ
き

支
給
さ
れ
る
も
の
の
ほ
か
医
療
費
や
心
身
障
が

い
者
支
援
事
業
の
公
費
負
担
な
ど
も
含
ま
れ
ま

す
。

q
身
体
障
が
い
者
お
よ
び
知
的
障
が
い
者
支

援
事
業

１
億
８
２
３
７
万
円

w
児
童
手
当

９
１
７
７
万
円

e
私
立
保
育
所
、
町
外
保
育
所
措
置
費

９
１
１
１
万
円

r
乳
児
医
療
費
、
母
子
医
療
費
、
老
人
医
療
費

６
５
６
４
万
円

公
債
費
は
、
国
や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り

た
お
金
の
返
済
金
と
そ
の
利
息
の
支
払
い
で
す
。

平
成
17
年
度
末
借
入
残
額
は
78
億
４
０
７
８
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

普
通
建
設
事
業
費
は
、
道
路
や
学
校
な
ど
公

共
施
設
の
整
備
の
た
め
の
費
用
で
す
。

q
大
淀
緑
ヶ
丘
小
学
校
施
設
整
備
工
事
（
第
２

期
工
事
）

９
億
８
１
２
１
万
円

w
大
淀
桜
ヶ
丘
小
学
校
施
設
整
備
工
事
（
第
１

期
工
事
）

１
億
４
８
６
２
万
円

e
中
部
２
１
号
線
道
路
整
備
（
緑
橋
）
お
よ
び

西
部
98
号
線
道
路
整
備
（
大
淀
中
学
校
前
）

８
４
６
２
万
円

r
東
部
地
区
小
学
校
統
合
整
備

３
８
５
３
万
円

t
道
路
改
良
及
び
町
内
全
域
道
路
舗
装
工
事

３
６
６
０
万
円

y
合
併
浄
化
槽
整
備
事
業

３
５
７
４
万
円

u
防
火
水
槽
整
備
工
事

２
４
３
５
万
円

i
緑
ヶ
丘
プ
レ
ジ
ャ
ー
ル
ー
ム（
学
童
保
育
所
）

整
備
工
事

１
９
９
７
万
円

o
桜
ヶ
丘
児
童
館
改
修
工
事

１
４
２
８
万
円

繰
出
金

繰
出
金
は
、
特
別
会
計
へ
の
一
般
会
計
の
負

担
分
で
す
。

q
下
水
道
事
業
特
別
会
計

２
億
４
０
０
０
万
円

w
介
護
保
険
特
別
会
計

１
億
６
２
５
３
万
円

e
老
人
保
健
特
別
会
計

１
億
３
５
７
７
万
円

r
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

１
億
３
０
０
０
万
円

補
助
費
等
は
、
ご
み
処
理
施
設
な
ど
の
一
部

事
務
組
合
に
対
す
る
負
担
金
お
よ
び
町
内
の
各

種
団
体
に
補
助
す
る
た
め
の
費
用
な
ど
で
す
。

q
南
和
広
域
衛
生
組
合
負
担
金

３
億
４
６
６
８
万
円

w
中
吉
野
広
域
消
防
組
合
負
担
金

３
億
３
９
５
１
万
円

e
社
会
福
祉
協
議
会
負
担
金２

億
８
８
２
０
万
円

r
大
淀
病
院
事
業
会
計
負
担
金

１
億
７
６
２
５
万
円

※

歳
出
の
主
な
事
業
を
性
質
別
に
掲
載
し
ま

し
た
。

補
助
費
等

繰
出
金

扶
助
費

公
債
費

普
通
建
設
事
業
費

区　　　　　分 決　算　額

義務的経費 33億6935万円

人　　件　　費 15億4615万円

扶　　助　　費 6億1759万円

公　　債　　費 12億0561万円

投資的経費 15億0023万円

普通建設事業費 15億0023万円

その他の経費 30億6252万円

物　　件　　費 9億9234万円

繰　　出　　金 7億1890万円

補　助　費　等 12億3475万円

そ　　の　　他 1億1653万円

合　　　　　計 79億3210万円

町の歳出を、人件費、扶助費、物件費など
のお金の使い方に応じて区分しています。

－性質別内訳－
町の歳出を、教育費、民生費、土木費、衛生費など目的

に応じて区分しています。

－目的別内訳－



平成17年度　平成17年度　平成17年度　

特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

病
院
事
業
会
計

平成17年度 特別会計

水道事業会計

住宅改修資金等貸付金
特 別 会 計

国民健康保険事業
特 別 会 計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

公 園 墓 地 事 業
特 別 会 計

下 水 道 事 業
特 別 会 計

建設残土公的処分地
維持管理事業特別会計

歳入　1億1512万円
歳出　1億1426万円
差引残高86万円は、翌年度繰越金となります。

歳入　17億3236万円
歳出　17億0972万円
差引残高2264万円のうち財政調整基金へ

1164万円を繰り入れたため、翌年度繰越金は
1100万円となります。

歳入　18億5790万円
歳出　18億6325万円
不足額535万円は、18年度から繰上充用金で

補填しました。

歳入　10億6930万円
歳出　10億6915万円
差引残高15万3千円のうち財政調整基金へ7万

7千円を繰り入れたため、翌年度繰越金は7万6千
円となります。

歳入　1185万円
歳出　1185万円
差引残高5千円は、翌年度繰越金となります。
歳入　10億2010万円
歳出　10億0200万円
差引残高1810万円は、翌年度の財源として繰

り越しています。
歳入　508万円
歳出　491万円
差引残高17万円は、翌年度繰越金となります。

病院事業会計

事業 収 益 3億2655万円 事 業 費 用 2億8015万円
資本的収入 1億0775万円 資本的支出 2億1356万円
平成17年度末では、7892件（量水器取付件数）、2万736人に給水を行

っています。
建設改良事業では、昭和49年から給水区域の拡張に伴い実施してきた第

三回施設拡張工事を終了しました。配水施設改良事業では、北野第1・第2
加圧施設ポンプ等更新工事、下水道事業に伴う配水管移設工事等を施工し
ました。
今後も、おいしい水の安定供給に努めてまいります。

事 業 収 益 29億7437万円 事 業 費 用 30億1494万円
資本的収入 1億2407万円 資本的支出 1億4673万円
当年度の業務状況では、入院患者数5万9891人（1日平均164.1人）、

外来患者数15万8170人（1日平均583.7人）となりました。
病院経営は厳しい状況が続くなか、経営改善計画に基づき事業運営に取

り組んでいます。
今後とも、自治体病院としての役割を担い、地域医療の充実と医療サー

ビスの向上に努めてまいります。

4

てん


